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収　入
事業活動による収入 466,932,800円

会費収入 20,423,500円

寄附金収入 2,902,757円

経常経費補助金収入 87,319,457円

受託金収入 119,425,717円

貸付事業収入 899,370円

事業収入 5,134,125円

負担金収入 13,871,572円

介護保険事業収入 156,065,227円

就労支援事業収入 1,399,105円

障害福祉サービス等事業収入 49,365,450円

受取利息配当金収入 34,522円

その他の収入 10,091,998円

その他の活動収入 24,989,430円

その他の活動による収入 24,989,430円

合　計 491,922,230円 491,922,230円

支　出
社会福祉事業 413,102,976円

地域福祉事業 158,241,306円

共同募金配分金事業 18,122,876円

介護保険事業 188,625,178円

就労継続支援事業 20,673,574円

介護予防・日常生活総合事業 27,440,042円

公益事業 78,239,760円

受託事業 43,447,040円

指定管理事業 34,792,720円

合　計 491,342,736円 491,342,736円

※詳しくは、ホームページをご覧ください。

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告
一  般  会  計  資  金  収  支  決  算

2



輪づくり
（地域福祉活動を推進します）

人づくり
（ボランティア活動を推進します）

地域づくり
（在宅生活の自立支援を推進します）

基盤づくり
（社協体制の強化を図ります）

・支部（地区）社協活動の充実
・地域ケアシステム推進事業
・生活福祉資金、小口資金貸付事業
・心配ごと相談事業
・福祉機器貸出事業 /備品貸出事業
・日常生活自立支援事業
・生活困窮者自立相談支援事業
・親子通園事業
・新入学児童祝金支給事業
・福祉団体の育成及び支援
・サロン
　（つどいの場）
　づくり支援

・ボランティア講座の開催
・福祉教育への支援
・ボランティアセンターの運営
・ボランティア連絡協議会の運営支援
・善意銀行運営
・サークル活動への支援

・在宅福祉サービス事業（子育て、移送含む）
・ふれあいサポート事業
・いきいき通所事業
・配食会食サービス事業
・あんしん袋支給事業
・ひとり暮らし高齢者ふれあい訪問事業
・障害者自立支援事業
・重度障害者訪問入浴サービス事業
・障害者福祉センター
・居宅介護支援事業
・訪問介護事業
・訪問入浴事業

・理事会、評議員会の開催
・災害支援の強化
・定款及び諸規定の整備
・会員の増強
・共同募金運動の推進
・情報公開の推進
・広報誌の充実
・ホームページの充実

社 協 事 業 報 告 お よ び 決 算 報 告平成29年度

みんなでつくる福祉のまち（誰もが安心して暮らせる地域社会）
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こ
の
事
業
は
「
困
っ
た
時
は
お

互
い
さ
ま
」
の
精
神
で
、
地
域
に

住
む
人
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
家
事
や
育
児
・
移
送
な
ど

必
要
に
応
じ
て
適
切
な
支
援
を
す

る
有
償
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

今
回
社
協
で
は
、
協
力
会
員
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
活
動
の
担
い
手
と
し
て
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
105
人
（
６
月
末
で
）
の

協
力
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

移
送
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
来
年
３
月
に
行
わ
れ
る
講
習

会
に
参
加
し
、
修
了
証
を
受
け

取
っ
て
か
ら
活
動
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
関
）

◆
協
力
会
員
の
声

・
困
っ
た
時
は
お
互
い
さ
ま
、
自

分
に
で
き
る
事
を
無
理
し
な
い

で
の
気
持
ち
で
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く
の

人
と
出
会
い
励
ま
さ
れ
、
ま
た

感
謝
さ
れ
、
大
切
な
思
い
出
を

た
く
さ
ん
作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
Ａ
）

・
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
な
い
か

と
思
い
、
活
動
を
始
め
て
12
年
。

　

家
事
支
援
で
高
齢
者
宅
へ
伺
っ

た
時
、
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い

た
の
に
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
が
、

皆
に
助
け
ら
れ
、
今
が
あ
り
ま

す
。
毎
月
の
定
例
会
で
仲
間
と

会
う
こ
と
を
楽
し
み
に
、
活
動

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｓ
）

　
笠
間
地
区
は
毎
月
４
回

金
曜
日
に
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
第
１
・

３
は
業
者
、
第
２
・
４
は

手
づ
く
り
弁
当
で
す
。
手

づ
く
り
弁
当
は
配
食
サ
ー

ビ
ス
「
さ
く
ら
」
が
85
食

を
つ
く
り
配
送
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
協
力

し
な
が
ら
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
心
を
込
め
て
お
届

け
し
て
い
ま
す
。

　
　
配
食
さ
く
ら
代
表

長
谷
川
　
美
枝
子

　

早
い
も
の
で
、「
配
食
さ
く
ら
」

が
７
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

会
員
も
16
人
に
な
り
仕
事
の
手

順
に
も
慣
れ
、
お
互
い
協
力
し
あ
い

助
け
合
っ
て
食
事
の
提
供
を
受
け

る
方
の
「
美
味
し
か
っ
た
よ
」
の
言

葉
を
励
み
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

時
々
、
管
理
栄
養
士
の
小
澤
美

智
子
先
生
に
お
願
い
を
し
て
、
料
理

を
作
る
時
の

忘
れ
が
ち
な

基
本
を
再
度

学
ん
で
、
改

め
て
気
付
か

さ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
は
配
食
の
あ
と
社
協
笠
間

支
所
で
小
澤
先
生
の
「
食
中
毒
に

つ
い
て
」
の
勉
強
会
が
あ
り
「
配
食

さ
く
ら
」
の
会
員
全
員
が
参
加
し

て
集
中
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　

食
中
毒
防
止
の
３
原
則
、
①
菌

を
付
け
な
い
、
②
菌
を
増
や
さ
な

い
、
③
菌
を
殺
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
調
理
器
具
の
十
分
な
洗
浄
・

殺
菌
・
消
毒
と
、
調
理
や
食
前
の

十
分
な
手
洗
い
を
励
行
す
る
こ
と

で
し
た
。

　

今
年
の
夏
は
異
常
と
も
言
え
る

危
険
な
暑
さ
で
す
。
食
を
扱
う
私

達
は
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
食
中

毒
を
出
さ
な
い
よ
う
気
を
引
き
締

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
笠
間
公
民
館
の
調

理
室
よ
り
、
工
夫
し
な
が
ら
調
理

し
、「
配
食
さ
く
ら
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
る
皆
さ
ん
の
た
め
、
安
心
・
安

全
、
そ
し
て
愛
情
の
こ
も
っ
た
お
弁

当
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

笠
間・岩
間・友
部
各
地
区
の「
配
食
サ
ー

ビ
ス
」を
順
次
特
集
し
ま
す
。こ
の
他
に
、

各
支
部（
地
区
）な
ど
で
独
自
に
行
っ
て
い

る「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」も
あ
り
ま
す
。

家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス

◦
買
い
物
・
食
事
の
支
度

◦
洗
濯
・
掃
除
・
話
し
相
手

◦
薬
も
ら
い・外
出
時
の
付
き
添
い

子
育
て
サ
ー
ビ
ス

◦
乳
幼
児
・
児
童
の
お
世
話

◦
産
前
・
産
後
の
お
手
伝
い

移
送
サ
ー
ビ
ス

◦
通
院
や
外
出
時
の
送
迎

※
介
護
認
定
者
お
よ
び
障
害

者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方

　

今
年
は
猛
暑
。
県

内
で
も
残
念
な
が
ら

死
亡
者
が
出
る
な
ど

し
て
い
ま
す
が
、
熱

中
症
に
な
り
そ
う
か

ど
う
か
脱
水
症
状
を

簡
単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。

①
手
の
甲
の
皮
膚
を
つ
ま
ん
で

離
し
て
も
、
な
か
な
か
元
に

戻
ら
な
い
。

②
親
指
の
爪
を
ぎ
ゅ
っ
と
つ
ね

り
、
白
か
ら
ピ
ン
ク
に
戻
る

ま
で
３
秒
以
上
か
か
る
。

　

こ
れ
に
当
て
は
ま
る
場
合

は
急
い
で
水
分
補
給
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
元
に
経
口

補
水
液
が
な
い
場
合
は
自
宅

で
も
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

　

コ
ッ
プ
一
杯
（
約
200
㎖
）
に

食
塩
0.6
グ
ラ
ム
と
砂
糖
８
グ
ラ

ム
を
加
え
ま
す
。
計
量
器
が
な

い
場
合
は
割
っ
た
割
り
箸
の
太

い
方
を
塩
に
く
ぐ
ら
せ
２
回
す

く
い
ま
す
。
砂
糖
は
角
砂
糖
が

１
個
約
４
グ
ラ
ム
を
目
安
に
し

ま
す
。
実
は
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
だ
と
、
逆
に
糖
分
が
多

く
塩
分
が
少
な
い
の
で
あ
ま

り
効
果
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
管
理

に
気
を
付
け
て
、
暑
い
夏
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。（
入
江
）

６月２２日、食中毒についての勉強会

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

協
力
会
員
募
集

ちょっとちょっとちょっと

いい話いい話いい話

笠間地区
配食サービス特集①

アジの南蛮漬け
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「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み
」

の
第
３
回
が
６
月
14
日
（
木
）、

旭
崎
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

　

小
野
支
部
長
さ
ん
の
お
話
し
な

ど
に
よ
る
と
、
将
来
自
分
が
高
齢

に
な
っ
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
受
け
た
い
か
が
サ
ロ
ン
設
立

の
動
機
と
な
り
、
１
月
に
高
齢
者

の
居
場
所
づ
く
り
事
業
の
設
立
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
話
し
合
い

を
数
回
重
ね
、
地
域
の
高
齢
者
が

気
軽
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居

場
所
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
月
１
〜
２
回
、
１
回
あ
た
り

約
５
時
間
の
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
に
し
た
。
自
己
負
担
金
は

食
材
の
費
用
と
し
て
200
円
い
た
だ

き
、
食
事
作
り
は
女
性
部
（
に
じ

の
会
）
の
有
志
の
方
が
担
当
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

サ
ロ
ン
当

日
は
、
28
人

（
現
在
34
人

が
登
録
）
が

参
加
し
、「
久

し
ぶ
り
」
の

声
が
あ
ち
ら

こ
ち
ら
か
ら

聞
こ
え
て
き
た
。

　

大
旭
支
部
長
、
女
性
部
長
挨
拶

が
終
り
、
笠
間
市
立
病
院
本
多
淑

恵
先
生
（
言
語
聴
覚
士
）
の
誤
嚥

性
肺
炎
の
予
防
に
つ
い
て
の
話
し

を
聞
い
た
。

　

誤
嚥
性
肺
炎
と
は
、
食
べ
物
や

唾
液
が
肺
に
入
り
肺
炎
を
引
き
起

こ
す
病
気
で
、
症
状
は
、
急
に
体

調
が
悪
く
な
り
、
高
熱
、
咳
、
た

ん
が
出
る
。
予
防
と
し
て
、
ご
飯

を
食
べ
る
力
・
異
物
を
吐
き
出
す

力
を
つ
け
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

あ
る
日
の
新
聞
に
誤
嚥
性
肺
炎

に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。

　

声
帯
の
衰
え
が
誤
嚥
に
つ
な
が

る
そ
う
で
す
。
声
帯
は
筋
肉
な
の

で
、
日
々
声
を
出
す
習
慣
を
つ
け
、

鍛
え
る
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

カ
ラ
オ
ケ
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
と
。

　

昼
食
を
い
た
だ
き
、
午
後
は
お

し
ゃ
べ
り
会
で
終
っ
た
。　
（
塙
）

訂正とお詫び
　平成29年度『社協会員会費報告書』（12ページ）の岩間地区会員会費一覧表に誤りがありました。関係する皆様にお詫び申し上げ、訂
正いたします。
訂正①（12ページ）
【誤】　旭町東区　　報告書記載なし
【追加】

【笠間地区】
支部名（地区） 役　職 氏　　名

こ う ゆ う 会 会 長 小　堀　　　晃
上 加 賀 田 支 部
「 ま な だ け 会 」 会 長 富　田　哲　夫

大 橋 支 部 運営委員長 森　　　和　以
来 栖 支 部
｢来栖四つ輪の会 ｣ 会 長 塩　田　幸　三

寺 崎 支 部
「 し ん こ う 会 」 会 長 田　口　孝　市

箱 田 支 部
「 ふ れ あ い 会 」 会 長 大　月　英　明

下市毛支部（15区） 支 部 長 飯　塚　信　−
１３区社会福祉協議会 運営委員長 武　子　文　男
高 田 支 部 運営委員長 田　中　　　宏
稲 田 支 部
「 み か げ 会 」 支 部 長 長谷川　　　泉

池 野 辺 支 部 支 部 長 関　　　和　夫
福 原 支 部 支 部 長 深　谷　敏　知
安心ネットワーク柏（20区） 運営委員長 久保田　　　明

【友部地区】
支部名（地区） 役　職 氏　　名
宍 戸 支 　 部 　 長 伊　東　勝　男

東 支 　 部 　 長 綿　引　隆　信
中 央 支 　 部 　 長 鈴　木　征　夫
大 旭 支 　 部 　 長 小　野　　　武
北 川 根 支 　 部 　 長 鈴　木　　　裕
大 原 支 　 部 　 長 石　井　文　夫

【岩間地区】
支部名（地区） 役　職 氏　　名
上 押 辺 運 営 委 員 長 山　辺　充　央
吉 岡 ２ 運 営 委 員 長 神　　　　　衛
下 安 居 運 営 委 員 長 皆　藤　恵美子
土 師 運 営 委 員 長 中　里　節　男
泉 A 運 営 委 員 長 中　村　彦　藏
南 部 運 営 委 員 長 岡　野　博　之
安 居 東 部 運 営 委 員 長 田　口　勝　己
新 渡 戸 運 営 委 員 長 数　納　　　享
参 り 坂 運 営 委 員 長 藤　田　繁　好
岩 間 西 部 運 営 委 員 長 生　駒　敏　文

〈敬称略〉

地 区 名
法人 特別 一般

合計金額
会　　員

旭 町 東 ０ ０ 30 30,000

訂正②（12ページ一覧表　地区名　上から25段目）
【誤】

【正】

地 区 名 法人 特別 一般 合計金額会　　員
古 　 山 ０ １ 64 67,000

地 区 名 法人 特別 一般 合計金額会　　員
古 　 山 ０ １ 34 37,000

み
な
さ
ん
に
会
え
る
の
が
楽
し
み

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
な
ご
み

大旭支部

笠間市立病院の本多淑恵
先生（言語聴覚士）

支部（地区）社協運営委員が決まりました

ちらし寿司、すまし汁、デザート
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７
月
３
日
（
火
）
地
域
医
療
セ

ン
タ
ー
か
さ
ま
見
学
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

旧
市
民
病
院
と
、
ど
う
違
う
の

か
知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。
当

日
は
23
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
長
さ
ん
の
説
明
と
館
内
見

学
が
10
時
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
も
夜
間
診
療
や
、
日
曜

診
療
な
ど
あ
り
が
た
い
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
病

児
保
育
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
高
齢

者
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
感

じ
が
し
ま
し
た
。

　

総
工
費
21
億
円
と
伺
い
ま
し
た

が
、
館
内
は
明
る
く
清
潔
で
、
と

も
す
る
と
暗
い
気
持
ち
で
訪
れ
る

で
あ
ろ
う
人
達
を
す
ご
く
や
さ
し

く
迎
え
て
く
れ
そ
う
な
印
象
を
受

け
ま
し
た
。

　

当
日
は
平
日
だ
っ
た
の
で
患
者

さ
ん
も
沢
山
、
待
合
室
に
い
ま
し

た
が
、
暗
い
雰
囲
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
で
、
中
が
よ
く
見
え
ま
し

た
。
職
員
の
方
も
多
く
、
市
民
の

生
涯
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

身
体
的
悩
み
や
、
困
り
事
が

あ
っ
た
ら
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
す
る

の
も
一
つ
の
方
法
と
思
い
ま
し
た
。

　
記
録
的
な
暑
さ
の
続
く
中
、
夏

休
み
期
間
中
を
利
用
し
た
「
わ
く

わ
く
体
験
教
室
」が
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル
会
員
を
講
師
に
、
３

部
門「
物
づ
く
り
11
教
室
」「
ク
ッ

キ
ン
グ
５
教
室
」「
福
祉
体
験
８

教
室
」
に
分
か
れ
、
各
支
所
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
教
室
と
も
大

盛
況
で
、
参
加
し
た
親
子
の
真
剣

な
眼
差
し
と
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

　
「
第
一
火
曜
日
の
会
」
で
行
っ

た
施
設
（
地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
か

さ
ま
）
見
学
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
主
催
の
「
傾
聴
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
」、
５
〜
７
月
の

福
祉
体
験
に
参
加
さ
れ
た
人
た
ち

の
感
想
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
ま
す
。

　

施
設
で
終
末
を
迎
え
た
父
や
母

に
、
仕
事
が
忙
し
い
か
ら
と
言
っ

て
面
会
を
た
め
ら
っ
た
自
分
の
後

悔
と
し
て
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

安
西
先
生
の
分
か
り
易
い
お
話

や
講
座
仲
間
と
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
は
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。

施
設
で
の
実
習
は
、
緊
張
し
て
思

う
よ
う
に
傾
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

や
り
終
え
た
時
は
、
心
の
中
が
充

実
感
や
達
成
感
で
一
杯
で
し
た
。

　

私
は
今
後
の
生
き
方
の
一
つ
と

し
て
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
い
こ

う
と
考
え
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
安
西
健
二
先

生
の
「
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
座
」
を
７

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

　

初
日
、
受
講
生
は

緊
張
し
た
面
持
ち
で

し
た
が
、
安
西
先
生

の
興
味
深
い
講
話
や

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を

す
る
う
ち
に
、
積
極

的
に
質
問
や
笑
い
も

で
て
和
や
か
に
進
み

ま
し
た
。

　

実
習
は
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
か
さ
ま
で
行
わ
れ
、

有
意
義
な
体
験
が
で

き
ま
し
た
。

　

今
回
、
数
人
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員

に
登
録
さ
れ
、
今
後
、

期
待
が
も
て
る
講
座

と
な
り
ま
し
た
。

スライドを使った施設の説明

友水事務局長の説明を聞く（病児保育室前にて）

施設での傾聴ボランティアの実習

センターだより
し指目をりく て

「
第
一
火
曜
日
の
会
」

大
田
町
　
根
本
　
芳
雄

市
民
の
生
涯
の

健
康
づ
く
り
の
場
と
し
て

−相手の気持ちを受け入れ、心を込めて聞くための学習です−

６月13日・20日・27日
社協笠間支所傾聴ボランティア講座傾聴ボランティア講座

平成３０年度

受
講
生
　
額
田
　
高
志

こ
れ
か
ら
の
生
き
方
の

一
つ
と
し
て

受講風景
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このマークのついている事業は赤い羽根共同募金が活用されています。

　

ぼ
く
た
ち
は
、「
シ
ニ
ア
体
験
」

「
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
」「
車
い
す

体
験
」
と
い
う
三
つ
の
体
験
を
通

し
て
、
体
の
不
自
由
な
人
が
生
活

を
す
る
の
は
、
と
て
も
た
い
へ
ん

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

足
や
目
が
不
自
由
な
人
は
、
ど

う
や
っ
て
生
活
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
お
年
よ
り
の

方
た
ち
は
、
毎
日
何
を
し
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
体
の
不
自
由
な

方
た
ち
の
助
け
に
な
る
こ
と
を
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
し
て
、
と

て
も
こ
わ
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

友
達
や
近
く
に
い
た
人
が
声
を
か

け
て
く
れ
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

体
験
を
通
し
て
、
三
つ
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上

に
自
転
車
な
ど
を
置
か
な
い
。
二

つ
目
は
、
目
の
不
自
由
な
人
が
、

安
心
で
き
る
よ
う
に
声
を
か
け
る
。

三
つ
目
は
、誰
に
対
し
て
も
、困
っ

て
い
た
ら
声
を
か
け
親
切
に
す
る
。

何
事
も
自
分
か
ら
進
ん
で
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
は
、
福
祉
体
験
で
初
め
て

車
い
す
に
乗
り
ま
し
た
。
だ
ん
さ

で
は
、
乗
っ
て
い
て
こ
わ
か
っ
た

で
す
。
押
し
て
い
る
時
は
、
だ
ん

さ
の
上
に
上
げ
る
の
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。
ど
ち
ら
も
予
想
以

上
で
し
た
。

　

シ
ニ
ア
体
験
で
も
、
目
が
見
え

に
く
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
年
を
と
る
と
こ
ん
な
風
に
大

変
な
こ
と
が
ふ
え
る
の
だ
と
初
め

て
知
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
は
、
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら

手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

ひ
と
り
ご
と

　

今
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
は
、
と
て
も
静
か
で
す
。

　

調
理
室
の
洗
濯
機
の
音
が
響
い

て
い
ま
す
。
す
る
と

「
お
は
よ
う
」
と
三み

ろ
く六

の
会
（
点

字
）
の
メ
ン
バ
ー
さ
ん
達
が
、
活

動
を
始
め
ま
し
た
。

　

日
頃
は
電
話
対
応
、
カ
ポ
カ
押

印
、
印
刷
、
活
動
の
相
談
、
そ
の

ほ
か
い
ろ
い
ろ
と
忙
し
く
、
人
の

出
入
り
も
多
く
賑
や
か
な
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
セ
ン

タ
ー
に
来
て
い
た
だ
い
て
も
十
分

な
対
応
が
出
来
な
い
時
も
あ
り
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
底
力
は
大
き

く
、
会
員
同
士
の
頑
張
り
や
、
温

か
さ
に
触
れ
、『
す
ご
い
な
ぁ
』

と
感
心
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

明
日
の
活
動
は
何
か
な
ぁ
。

や
っ
ぱ
り
セ
ン
タ
ー
は
賑
や
か
な

方
が
い
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
、

わ
く
わ
く
体
験
の
準
備
で
忙
し
く

な
り
そ
う
！

−

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

 

頑
張
ら
な
く
ち
ゃ

−　

と

思
っ
て
毎
日
を
送
っ
て
い
る

推
進
員
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

笠
間
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

TEL
０
２
９
６
（
７
８
）
２
６
２
６

　

夏
休
み
期
間
中
を
利
用
し
て
、

福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
日
頃
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
会
員
を
講
師
に
、

福
祉
体
験
を
し
ま

し
た
。

7/22
7/22

7/27
7/277/25

8/38/1

7/27

7/30
7/30

7/29

7/31

8/2
7/31

7/25

8/8

7/28

8/5

8/10

7/26

7/30

8/1

物づくり
クッキング

福祉体験
など

7/30

7/30

竹
細
工

水
鉄
砲

竹
細
工

紙
鉄
砲ス

ク
エ
ア

ス
テ
ッ
プ 手

話
手
話

ね
こ
の
置
物

手
作
り

牛
乳
パ
ッ
ク

工
作

か
わ
り

花
づ
く
り

竹馬
づくり体操と

ゲーム

防災訓練

点字

手
話

点
字

手作りお菓子
 デザート

パン
づくり

そば
打ち

うどん
打ち

ブル
ー

ベリ
ー

ジャ
ムづ

くり

パステル
 和みアート

貝殻
水族館

はり絵絵手紙

ミニモップ
づくり

（4年生以上）
《５教室》

《８教室》
《１１教室》

地域福祉センターともべ
地域福祉センターいわま
社協笠間支所

夏
休
み

ボランティア
づちまいよみ住

5/30

四
年
　
永
嶋
　
青せ

ら空

友
部
第
二
小

6/20

五
年
　
松
田
　
　
恋れ
ん

岩
間
第
一
小

7/5

四
年
　
海
老
原
　
佑ゆ

う

稲
田
小

わ
く
わ
く体

験
教
室

Ｈ
30
年
度

福 祉 体 験

　友部・岩間・笠間の小・中学校を対象に車イス・　
アイマスク・シニア体験などの福祉体験を行いました。

アイマスク体験（友部第二小）
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〜フードバンクへの御協力、ありがとうございます〜

（受付は15：30までにお願いします）

※事前に心配ごと相談所へご相談ください。

社会福祉法人
笠間市社会福祉協議会

本　　所　TEL0296-77-0730　FAX0296-78-3933
笠間支所　TEL0296-73-0084　FAX0296-72-3722
岩間支所　TEL0299-45-7889　FAX0299-45-6250

　

年
３
回
発
行
の
『
か
さ
ま
社
協

だ
よ
り
』、
広
報
委
員
10
人
と
各

地
区
事
務
局
の
担
当
３
人
で
作
業

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
友
部
地

区
の
お
二
人
が
交
代
し
、
さ
ら
に
、

長
く
、
本
部
事
務
局
を
担
当
し
て

い
た
Ａ
さ
ん
も
交
代
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
表
紙
で
、
各
地
区
の

「
サ
ロ
ン
活
動
」
の
様
子
を
紹
介

し
ま
す
。
今
回
は
友
部
地
区
。

　

社
協
の
活
動
が
、
皆
さ
ま
に

と
っ
て
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

（
藤
森
）

笠間支所 本　　所 岩間支所
第３金曜日
10：00〜12：00

※５・６・８・１・３月は第４金曜日

第１金曜日
10：00〜12：00

第２金曜日
10：00〜12：00

笠間支所
（毎週火曜日）

本　　所
（毎週水曜日）

岩間支所
（毎週木曜日）

場所
月 社協笠間支所 地域福祉センターともべ 地域福祉センターいわま

9月 4日･11日･18日･25日 5日･12日･26日 6日･13日･20日･27日

10月 2日･9日･16日･23日･30日 3日･10日･17日･24日･31日 4日･11日･18日･25日

11月 6日･13日･20日･27日 7日･14日･28日 1日･8日･15日･22日･29日

12月 4日･11日･18日･25日 5日･12日･19日･26日 6日･13日･20日･27日

飯田自動車㈲ ￥16,506
阿亀親睦ゴルフコンペ ￥36,600
㈲ワット・ジュエリー ￥20,000
バザー夢工房 ￥130,000
青葉町長寿会 ￥25,757
笠間市あすなろ友の会 ￥18,893
萩谷　憲一 ￥3,000
ありがとう感謝チャリティーコンサート
実行委員長　青木　勇一

￥20,000
三友会 ￥5,068
不要入れ歯回収換金分 ¥2,088
匿名 ¥24,772

エコキャップ、使用済み切手等
飯田自動車㈲
大沢中３区
額田　義文
県立中央病院
（施設課・消毒室・リネン室）
友部第二中学校　JRC委員会
すみれこども園
ありんこ
入江　照男
友部小学校児童会
いわま保育園
ともべ幼稚園
青葉町長寿会
ひまわり保育園
金澤　百花
友部自動車学校
北川根小児童クラブ
ナブコシステム㈱　茨城支店
山中　としい
めぐみこども園
宍戸小学校
岩間第一小学校
大原小児童クラブ（ポプラの会）
（故）中庭　和子

さくら幼稚園
岩間第一小学校児童クラブ
ともべ保育所
なかよし学童保育の会
　みなみ学園児童クラブ
友部郵便局
小林　征児
泰栄電器㈱
下安居防犯パトロール隊
㈲伊藤石材工業
不二製油㈱関東工場
稲田小児童クラブ
持丸　一幸
おしのべ保育園
ケアハウス悠
くるす保育所
みか保育園
赤沢　三男
サンエツ工業㈱
土師地区社会福祉協議会
ヴィレッジかさま
大沢保育園
いなだこども園
笠間市更生保護女性会
宍戸小学校児童クラブ

笠間市社会福祉協議会広報委員
任期：平成30年４月１日〜平成32年３月31日

◎は委員長　○は副委員長

氏 名 地 区 氏 名 地 区
入 江 勇 太 笠 間 ◎ 藤 森 博 夫 友 部

○ 飯野千賀子 笠 間 髙 野 康 司 友 部
○ 関 　 令 子 友 部 塙 　 敦 子 友 部

白 土 昌 夫 友 部 石郷岡　誠 岩 間
吉 田 正 次 友 部 畠 山 好 文 岩 間

善意の寄附を「ありがとう!!」（善意銀行預託）
物　　　　　品

日常の困りごとなど何でも相談してください（無料・秘密保持）
時間：13：00～16：00

法律相談

お問い合わせ先

編

後

集

記

平成30年度　心配ごと相談所開設日程表

平成30年３月１日～平成30年６月30日まで（順不同・敬称略）

金　　　　　銭

笠間ふれあい電話
秀芳会笠間支部
匿名
日用品等
山本　美子
菅谷　幸子
育児・介護用品等
長谷川　亜古
大島　譲二
古川　悟
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